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突に被害を受けた 9 工場のうち 6 工場が、さらに浪華紡



















































































大阪紡績工場の 2 階・3 階で働いていた職工千余名が階








































































































北丹後地震は、昭和 2 年（1927）3 月 7 日に丹後半島
のつけね付近で発生したマグニチュード 7.3 の内陸直下
















































































































































和 5 年 11 月 26 日に発生した北伊豆地震の際には、同年

































1 日本製炭株式会社 西成区津守町 772　 （西成区北津守 3 丁目） 不明 70 55 0.78 罅裂
2 （硝子工場）清水清三郎 北区兎我野 74 （北区兎我野町） 不明 60 40 0.66 罅裂
3 湯浅伸銅株式会社 西成区辰己通 3 丁目 17 （西成区玉出西 2 丁目） 大正 6 年 11 月 75 60 0.8 罅裂
4 合資会社浪速ゴム製造所 浪速区桜川 2 丁目 1087 （浪速区桜川 3 丁目） 不明 70 50 0.71 折損罅裂
5 合資会社阪根商店伸銅所 浪速区桜川 4 丁目 1410 （浪速区桜川 4 丁目） 不明 120 80 0.66 罅裂
6 大阪合同紡績株式会社 西成区粉浜町 1，136 （住之江区粉浜 1 丁目） 明治 29 年 9 月 160 110 0.68 罅裂
7 （金属工場）畑中辰雄 西成区津守町 730 の 1 （西成区北津守 3 丁目） 不明 100 70 0.7 罅裂
8 （アルミニーム工場）稲田実之助 浪速区桜川 3 丁目 1362 （浪速区桜川 4 丁目） 不明 60 40 0.66 罅裂
9 住江織物合資会社 住吉区殿辻町 25 （住吉区殿辻 1 丁目） 不明 80 30 0.37 罅裂
10 （硝子工場）和田永吉 西成区津守町 772 （西成区北津守 3 丁目） 不明 80 40 0.5 罅裂
11 （煉瓦製造工場）林十五郎 西成区津守町 637 （西成区北津守 3 丁目付近） 明治30年 4 月22日 106 102 0.96 折損罅裂
12 大日本紡績株式会社 浪速区久保吉町 1248 （浪速区久保吉 2 丁目） 不明 130 100 0.77 罅裂
13 （コークス及蒸溜水煉炭工場）脇田貞三
北区東野田町 6 丁目 143 番地 
（都島区東野田町 2 丁目） 不明 80 60 0.75 罅裂
14 （硝子工場）村上豊三 北区葉村町 （北区中崎西 1 丁目） 不明 60 43 0.7 罅裂
15 （硝子工場）越田喜一 北区東野田町 7 丁目 59 （北区東野田町 5 丁目） 明治 36 年 60 40 0.66 罅裂
16 （餅製造作業場）矢部八一郎 北区堂島中 1 丁目 4 番地 （北区堂島 1 丁目） 明治 42 年 37 12 0.32 鉄板煙突折損
17 （護謨製造工場）合資会社新陽製造所
西成区橘通 4 丁目 
（西成区橘 2 丁目） 大正 5 年 4 月 60 26 0.43 鉄板煙突折損
18 西成製紙株式会社 此花区大開町 3 丁目 452 （福島区大開 3 丁目） 不明 100 73 0.73 折損罅裂
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19 東洋紡績株式会社 港区三軒家浜通 4 丁目 20 番地 （大正区三軒家東 2 丁目） 不明 100 67 0.67 折損
20 東洋紡績株式会社 港区三軒家浜通 4 丁目 20 番地 （大正区三軒家東 2 丁目） 不明 110 90 0.81 折損
21 摂津製油株式会社 此花区安井町 15 番地 （福島区野田 6 丁目） 不明 90 65 0.72 罅裂
22 日本亜鉛鍍株式会社 西淀川区伝法町 （此花区伝法 4 丁目） 大正 15 年 90 45 0.5
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23 大糸製菓工場 港区九条南町 1 丁目 746 （西区九条南 1 丁目） 不明 90 80 0.88 折損罅裂
24 （硝子工場）村上伊之助 港区市岡町 87 ノ 1 番地 （港区市岡元町 1 丁目付近） 大正 5 年 75 52 0.69 折損罅裂
25 日本電線製造株式会社 港区南境川町 1 丁目 （港区波除 1 丁目） 不明 70 45 0.64 折損罅裂
26 西野田職工学校 此花区大開町 2 丁目 （福島区大開 2 丁目） 不明 70 50 0.71 折損
27 大阪晒粉製造株式会社 此花区上島町 （福島区大開 4 丁目） 不明 80 61 0.76 折損
28 大阪帯皮製造所 此花区西野上ノ町 （此花区西九条 3 丁目） 大正 5 年 80 33 0.41 罅裂
29 （浴場）中谷清太郎 港区九条通 3 丁目 535 （西区九条 3 丁目） 不明 60 54 0.9 折損罅裂
30 大日本紡績株式会社 此花区平松町 16 （福島区福島 4 丁目） 不明 90 58 0.64 罅裂
31 東洋紡績株式会社 此花区四貫島大通 1 丁目 （此花区朝日 2 丁目） 明治 25 年頃 130 100 0.77 折損
32 帝国製麻株式会社 西淀川区伝法町北 1 丁目 171 （此花区伝法 1 丁目） 不明 130 97.5 0. 75 罅裂
33 某廃工場 西淀川区大和田 （西淀川区大和田付近） 不明 100 69 0.69 罅裂
34 姫島葬儀所 西淀川区姫島 （西淀川区姫島付近） 不明 65 65 1 根元ヨリ倒壊
35 大阪工商株式会社 西淀川区大和田 （西淀川区大和田付近） 大正 6 年 90 71 0.79 折損罅裂
36 川上塗料株式会社 西淀川区大和田 （西淀川区大和田付近） 大正 5 年 80 60 0.75 折損
37 大阪製煉株式会社 西淀川区大和田 （西淀川区大野 3 丁目） 大正 12 年 150 125 0.83 鉄筋混凝土造円形















































仁和南海  887 . 8 . 26 8 ～ 8.5 － 津波による死者多数。特に摂津国被害甚大。
康和南海 1099 . 2 . 22 8 ～ 8.3 － 四天王寺の廻廊が倒れる。
正平南海 1361 . 8 . 3 8. 2 ～ 8.5 － 四天王寺金堂倒壊。難波浦で津波により漁民数百名死亡。
摂津河内 1510 . 9 . 21 6. 5 ～ 7 － 河内藤井寺ほか 2 社倒壊。人家の被害多数。
摂津 1579 . 2 . 25 6. 0 － 四天王寺の鳥居崩壊。
慶長伏見 1596 . 9 . 5 7. 5 4 堺で死者 600 人、大阪も人家被害多数。
慶長 1605 . 2 . 3 7. 9 － 震害の記録なし。津波地震の可能性が高い。
琵琶湖西岸 1662 . 6 . 16 7. 2 ～ 7.6 5 高槻城、岸和田城破損。大阪でも若干の死者。
宝永 1707 . 10 . 28 8. 4 6 地震による死者約 560 人。他に津波により死者約 7000 人。約300 艘破損、落橋約 50。
伊賀上野 1854 . 7 . 9 7. 2 5 負傷者数十名、145 軒以上倒壊。
安政東海 1854 . 12 . 23 8. 4 5 大坂で倒壊 200 軒。
安政南海 1854 . 12 . 24 8. 4 5 ～ 6 津波による死者多数。船舶被害 1800、落橋 10。
濃尾 1891 . 10 . 28 8. 0 5 死者 24 人、負傷者 94 人、全壊 1011、半壊 708。
紀和 1899 . 3 . 7 7. 0 4 大阪砲兵工廠、小学校等損傷。
北丹後 1927 . 3 . 7 7. 3 4 死者 21 人、負傷者 126 人、全壊 127、半壊 117。
河内大和 1936 . 2 . 21 6. 4 5 死者 8 人、負傷者 52 人、全壊 18、半壊 89。
昭和東南海 1944 . 12 . 7 7. 9 4 大阪市内で死者 6 人、負傷者 120 人、全壊 122、半壊 2500。
昭和南海 1946 . 12 . 21 8. 0 4 死者 32 人、負傷者 46 人、全壊 261、半壊 217。
吉野 1952 . 7 . 18 6. 8 4 死者 2 人、負傷者 75 人、全壊 9、半壊 7。








































23）	『朝日新聞』昭和 2年 3月 8日付。




28）	『朝日新聞』昭和 2年 3月 8日付。







34）	『毎日新聞』大正 8年 6月 28 日付。
